
≪発掘調査の概要≫
纏向遺跡の居館域の調査（纏向遺跡166次調査）

1，はじめ！こ

この度、桜井市教育委員会では桜井市大字辻63－1番地iこおいて纏向遺跡の範囲確認調査を実施
しました。この調査は平成20年度から着手しました範囲確認調査の一つであります。調査にあた
りましては今回も土地所有者や地元関係者の方々から多大なご協力をいただきました。この場を
借りて記して御礼申し上げます。

さて、今回の調査地は昭和53年度と昨年度Iこ発掘調査を実施し、東西4．8mx南北1．3m以上
の建物Aや一辺5．2mx4．8mの建物B、遺構の性格は不明ですが、建物あるいは柵の可能性が
考えられた3基の柱穴で構成された南北6m以上の規模を持つ柱列G、建物Bを囲む柵列などが
確認された纏向遺跡第162次調査地（辻64－1番地）の東隣接地にあたります。
第166次調査は第162次調査で検出された遺構群より東側の遺構の様子を解明するために実施

されたもので、調査期間は平成21年9月1日～平成21年12月28日まで実施されました。なあ、
調査面積は約390品となります。
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写真1・調査地全景（西より）
黄色い柱が建物の柱跡で白い柱は柵の柱跡を示しています。



2，調査地の位置と環境
調査地は標高75m前後の東側から派生する扇状地上の微高地にあたります。この微高地は太田

北微高地と呼ばれるもので、微高地の南北には旧河道が流れていた事が判明しており東西Iこ長く
南北に存在する谷部分より約2m高い地形を形成しています。周辺は纏向遺跡内でも比較的古い
段階（3世紀前半・庄内式期）の遺構が密集して分布する地域であり、過去に行われた調査Iこお
いても庄内式期を中心とした多くの遺構が確認されています。

3，検出された遺構
今回の調査では第20・162次調査の調査成果を受けて上層では3世紀後半の遺構面となる包含

層IIi上面と、包含層IIIの下部において確認検出された3世紀前半の遺構面となる地山及び整地層
上面の2面において調査を行う予定でしたが、166次調査区内には包含層iiIが部分的iこしか存在し
なかったため上層遺構面の調査を断念し、他山及び整地土上面での調査を実施することとなりま
した。なお、現時点では162次調査地と同様に整地層より下部にも下層遺構Iこ先行する遺構が存
在することが判明していますが、これについては調査途中であり、ここでは下層遺構面の遺構の
状況について見てゆ＜こととします（図2）。
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図1調査地位置図（1／2，000）



今 回 の 調 査 と 第 2 0 次 ・第 1 6 2 次 調 査 の 遺 構 配 置
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図2　遺構配置図

遺構面の状況　3世紀前半段階の遺構が存在する下層の遺構面は大きく分けて黄褐色粘質土（地

山）・黄褐色粘賞土ブロックを多く含んだ灰褐色土（整地土）の2つの土壌から構成されています。
調査区の東部、方形区画溝の周辺から南にかくナては本来調査区内では最も地形の高い地点に位置
していたとみられ、遺構面i乙は黄褐色粘質土の地山が一部露呈しています。

建物C　調査区西端部において検出された建物遺構で昨年度の調査で柱列Gとしたもので、建物
Bとの距離は5．2mあります。この建物は東西面南端の面相穴が失われているため正確な規模は
不明ですが南北の両近接棟持柱が検出されており、3間×2間（南北約8m、東西5．3m）の規
模を持つものであることが判明しています。

建物D　調査区東半部において検出された南北4聞（19．2m）×東西2間（6．2m）以上の建物遺
構です。本来の建物規模は調査の状況や建築学的な検討から東西も4間であったと考えています
ので、南北長19．2mX東西長12．4mの規模に復元しています。なお、この復元案による建物C
との距離は6．4mです。

柱穴の平面プランは一辺1m角のものから1mXl．7mのものなど大きくばらつきがあります
がすべてが方形・もしくは長方形のプランを持っていました。柱穴の深さは15cm～70cmとば
らつきがありましたが、これらは後世に一定の削平を受けたものと考えており、多くは残存する
深さ15－30cm前後のものです。

また、柱材は総て抜き取りが行われ、柱穴内には残っていませんでしたが残された柱の痕跡か
らその太さは32cm前後のものと推定されます。主柱の柱間は南北間で4．8m前後、東西間で3．1
m前後になると考えていますが、南北の主柱穴間のほぼ中央には径40cm前後、柱の太さ約15cm
の円形柱穴が検出されており、建物の床を支える東柱であった可能性が高いと考えています。



4，遺構の時期
各遺構の所属時期については調査途中

の現時点では土器資料の整理が終了して
いないため、厳密な時期を導き出すのは
困難な状況にあります。
しかしながら、これまでIこ得られた知

見では整肥土の造成及び建物C・Dの構

築は3世紀前半の庄内式期古相段階Iこ行
われたものと考えています。
そして、建物群の廃絶については建物

の柱穴を切って掘削された第162次調査
の溝遺構であるSD－2001（庄内3式期）
や第166次調査の方形周溝墓とみられる
SM－1001・溝遺構のSD－1009（庄内3式～
布留0式期）などとの切り合い関係から
3世紀中頃（庄内3式期）を含めてそれ

以前と考えています。

5，まとめ
今回の調査では第162次調査でその一

部が確認されていた建物Cの全容と、そ

の東側に展開する建物Dの構造について
様々な新しい知見を得ることができまし
た。これらの知見を順に挙げてみると、

1．第162次調査で検出されている柱
列（柵）の内側Iこ、より規模の大きな建
物が複数棟存在することが判明しまし
た。これまでの調査iこよって柱列（柵）
で囲まれた範囲は纏向遺跡の居館域の内

郭にあたるものではないがと考えられて
いましたが、今回の調査ではその範囲を
確認することはできませんでした。今回
の調査状況から推定するとその範囲はさ
らに東方へと広がっていくものと予想さ
れます。

2．今回確認された建物C・Dもこれ
までiこ確認されている建物A・Bや柱列
（柵）などと方位およびその軸線を揃え
て構築されている事が判明しました（図

2）。推定される建物群の曲線は東西方
向Iこ通るもので、方位は建物・柱列（柵）
などすべての構造物が真北Iこ対して約4
～5度西に振れた方位に揃えて建てられ
ています。これらの建物・柱列（柵）は
構築された時期やその廃絶も期を同じく
するとみられることから、一連の遺構は
明確な設計図に基づいて、強い規格性を
持って構築されたものと判断されます。

3．これまでの周辺の調査成果から推
定すると、これまで一連の調査対象と
なった微高地上が3世紀前半代に纏向遺”
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写真2　建物C全景（南東より）

ABが近接棟持柱です。
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写真3　建物D全景（南より）
黄色い柱が建物の柱跡で、AからDが建物の四隅の柱です。
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写真4　建物D東南隅の柱穴（南より）
土の堆積を調べるために半分だけが掘られています。



跡の中心的な人物がいた居館域であったと考えてほぼ間違い無いと思われます。

4．建物Dの復元規模は4聞四方の南北19．2mX東西12．4m、床面積238．08　品と3世紀中頃
までの建物遺構としては国内最大の規模を誇るものとなりました。現時点の考古学的な状況だiナ
では建物の性格は判然としませんが、その規模から推定するに居館域におIナる中心的な役割を果
たす建物の一つと考えています。

これらの事柄を総合すると、これまでiこ検出された建物A～Dや柱列（柵）の存在からは方位
や軸線を揃えた建物が東西に4棟連続して構築されていたことが判明しました。
また、個々の建物を比較すると柱列（柵）の内と外ではその規模や密度に明確な違いが認められ
ることから、柱列（柵）を境に建物の重要度Iこ違いがあると考えています。
また、周辺の微地形や残された地割の観察からは太田北微高地上Iこ東西150mX南北100m前

後の居館区画が存在する可能性が考えられており、その内部は柱列（柵）を境として内郭と外郭
に整然と区画されていたものと思われます。このように複雑かつ整然とした規格に基づいて構築
された建物群の確認は国内でも最古の事例となるもので、これまでに判明している弥生時代の大
型建物などとは完全に一線を画する
構造を持つものです。
なお、今回明らかとなってきた纏

向遺跡の古墳時代前期初頭の居館構
造には未だ明らかにされていない飛
鳥時代以前の大王や天皇の宮などの
原形があると考えられることから、
周辺地区におIナる一連の調査は、我
が国の国家の形成過程を探る上で極
めて重要な意義を持つものと言える
でしょう。
今後も関係各位のご協力のもと、

更Iこ周辺地区の調査を推進し、居館
内の構造や個々の遺構の性格を明ら
かにしていきたいと考えています。

（橋本輝彦）
写真5　建物群の様子

162・166次調査地を合成したものです。

《検出された建物の復元》

これまでに検出された建物群は神戸大学大学院工学研究科の黒田籠二先生iこお願いし、調
査で作成した遺構平面図などをもとに上部構造の復元案を検討していただきました。図3・
4に示しているのは黒田先生が作成された復元案をもとlこNHKおよび㈲タニスタさんIこコ
ンピューターグラフィック（CG）で当時の建物の様子を再現していただいたものです。
現地に残された柱穴の状況だけではなかなかイメージが湧きにくい建物の様子がこのCG

をみるとより具体的なものとしてご覧いただけるようになりました。このCGは今後も調査
の進捗Iこ合わせて周辺の遺構を随時追加・更新していく予定です。調査が進んだ数年後I三は
どのような居館の姿があらわれてくるのでしょうか、お楽しみに・・・。
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図3　建物群の復元イメージ図（1）　　　　図4　建物群の復元イメージ図（2）



●謹向這跡166次調査の現地説明会が開催されました！●

平成21年11月13日に地元の住人の方々を対象Iこ、14・15日には一般の方を対象として纏向遺
跡第166次調査の現地説明会を開催しました。13日の地元説明会I三は700人、14日は明け方から
あいにくの雨模様でしたが3，600人、15日は7，700人とのべ12，000人もの方々Iこご釆跡頂きまし
た。調査地のスペースの関係上、一度Iこ現地を御見学頂tナたのは300人程度で、2時間近くお待
ちいただいた方も多く、ご迷惑をお掛Iナしましたが盛況のうちに、終えることができました。ま
た、今回も調査に参加頂いた俳優の苅谷俊介さんI三は長時間お待ちiこなられた見学者のお相手か
ら、誘導・説明など多岐にわたって献身的なお手伝いをして頂きました。記して感謝申し上げます。

種

図6　説明会の様子（1）
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図7　説明会の様子（2）

《調査トピックス》

薯墓古墳周濠の調査（纏向遺跡第163次調査）
被葬者像をめぐる議論が絶えない著墓古墳は、今や日本中で最も注目される古墳の一つである

と言っても過言ではないでしょう。しかし残念なことに、現在は墳丘部分の調査・立ち入りが許
されていません。厚いベールに包まれたその姿は、多くの研究者の妄想をかきたててきました。
そうした中で実施される墳丘周辺の発掘調査は、われわれの欲求を満たしてくれる責重な機会と
なっています。
箸墓古墳周辺の調査は、平成21年度の第163次調査を含めると19次を数えます。こうした地

道な調査の積み重ねIこより、古墳の周囲にめぐらされた周濠（内濠）と、その外側を取り巻く外
濠状遺構の存在が明らかになっています。

第163次調査Iこおいても外濠状遺構が
検出されています。前方部南側で確認さ
れたのは今回がはじめてであり、その幅

は50m以上に及ぶ大規模なものでした。
また、その外周部分が、盛土iこより整

備されていることも明らかIこなりました。
ベールの奥Iこ思い焦がれて、実施して

きた調査は19回。蓄積された調査成果は、
日本列島で最初の大王の墓iこふさわしい、
箸塞古墳の壮大な全容を浮かび上がらせ
ました。

それでも研究者の欲求は、尽きること
はありません。これからも講I査は果てし
なく続くことでしょう。「卑弥呼の基」
で決まり！となるのはいつのことでしょ
うか・・・　　　　　　　　（福辻淳）
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図5　箸墓古墳周濠推定図



5世紀の前方後円墳だった堂ノ後古墳（纏向遺跡第164次調査）　　二、運

前号で紹介した大字箸中で行われていた堂ノ後古墳「
の調査の成果を紹介します。当古墳がホナノ山古墳（3
世紀中頃）のすぐ西隣にあるということから、最古級
の古墳のひとつか！？と期待されていた堂ノ後古墳で
すが、調査の結果、5世紀後半に築造された前方後円
墳であることが判明しました。調査では、古墳の前方
部及び周濠、転落した葺右を確認し、周濠の埋土から
は鶏形埴輪の頭部、円筒埴輪片、須恵器などが出土し
ました。
期待されていた成果と少し異なりますが、当地域で

はいわゆる纏向遺跡衰退以後の5・6世紀にも多くの
古墳が築かれ、再び豪族達がマキムクの地Iこ住み始め
たことは間違いありません。その中でも堂ノ後古墳は
比較的規模が大きく、いったいどのような人物が葬ら
れていたでんしょうが？興味がそそられます。
今回の成果はその一端を知る手がかりで、いわゆる

「纏向時代（3世紀）」以後の動向も目が雑ぜません。
ちなみに担当者であった金松君は調査後すぐに、兵

庫県三木市の文化財担当職員として正式採用され、桜
井を旅立ちました。これまでの経験を活かして、三木
市での大活躍を期待しています！！

（丹羽憲二）

写真8　葺石の転落状況
奥の土の高まりが前方部の側面です
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写真9　出土した鶏形埴輪（維）

古墳ではなく、建物跡を発見（纏向遺跡第165次・167次調査）

纏向遺跡第165次・167次調査は大字巻野内地内、昭和60年に実施した第42次調査地の西隣で
行われました。この42次調査では4世紀の形象埴輪や朝顔形埴輪が出土し、このあたりIこ古墳が
ある可能性が考えられました。今回はこの古墳の存在を示すような周濠や埴輪などの遺構や遺物
が出土することが期待されましたが、第165・167次調査ともiこ見つかりませんでした。
第165次調査では、3～4世

紀頃の遺物が出土した大溝が見
つかりました。
第167次調査では奈良時代～

平安時代の土器が出土した掘立
柱建物跡が見つかったほか、井
戸の可能性のある土抗や瓦がま
とまって出土したピットなども
見つかりました。165次調査で
も奈良時代～平安時代の土器が
出土しています。

また、近くIこある九田寺には、
同じ時代と考えられる右灯寵の

一部があることから、今回見つ
かった建物跡が古代寺院に関係
するものである可能性があり、
今後の調査が期待されます。

（武田雄志）
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《纏向遺跡を掘る調査員たち》

今回から数回Iこ分けて桜井市域IこおIナる遺跡の調査を担当する調査員たちを紹介します。調査
成果以外にはあまり知る機会のない発掘調査の舞台裏ですが、遺跡の調査はどんな人物が担当し
ているのか、皆さんに知って頂Iナるよう自己紹介してもらいます。第1回目は桜井市教育委員会
の嘱託職員として調査を支えてくれている福家・武田の両君です。

福家恭（ふiナたかし）小豆島出身の26歳、0型です。

皆様こんにちは。纏向遺跡第162・166次調査を担当していた福家です。次の調査では何か遺
物で凄いものが出土したらいいなと、密かに期待をしています（笑）。私は大学生の頃から、
纏向遺跡の未調査古墳の調査してきたこともあり、この纏向の地iこ何かと縁を感じている今日

此の頃、ここ桜井市に来て三年目iZなりました。まだまだ新前のつもりで、何事にも日々精進
していぎたいと思いますので、今後もどうぞよろしくお願いいたします。

武田雄志（たiナだゆうじ）和歌山県出身の31歳、B型です。

奈良大学大学院文化財史料学専攻博士前期課程修了。家業は漁師ですが、船酔いするため家業を継
ぐことを断念しました。その頃、とある展覧会で島根県荒神谷遺跡出土の青銅器を見たことをきっ
かiナiこ考古学iこ興味を持ち、その影響から弥生時代の青銅器とその鋳型を主な研究対象としていま

す。フリーターなどの紆余曲折を経て、2009年桜井市に拾われ、現在iこ至りました。纏向遺跡で
は第165・167次調査を担当しています。

埋蔵文化財センタ“展示室からのお知らせ
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埋蔵文化財センター展示収蔵室では6月20日までの会期で平成21年度企
展示『大桜井展～発掘調査40年の軌跡～』を開催しています。桜井市内
遺跡i乙は地域の歴史にととまらず国の歴史を考える上で重要な位置を占め

ものが数多く存在してあり、これまでIこ行なわれた発掘調査からは沢山の
毒筆すべき遺物が出土しています。

今回の企画展示は桜井市教育委員会が所蔵する遺物の中から特に重要なも
のを厳選し、時代を問わず一堂に展示する事となりました。

すでに行なわれている様で、今まで行なわれたことの無い埋蔵文化財セン
ー開館以来のはじめての企画となりますので、ぜひご観覧ください。

日館時間　9：00～4：30　休館日　毎週月・火曜日及び祝日の翌日（祝日は開館い
します。）
館料／大人200円小・中学生／100円　市内の小・中学生は入館懇親

（20名以上の団体は大人150円小・中学生50円）

刊行物のご東内

埋蔵文化財せンダーでは纏同遺跡をもつと知りたい方のためiこ以下の図書を頒布しています。

ガイドマップ『改訂第3販纏同遺跡へいこう！』200円（20iO年2日iZ新版を刊行しました。）

纏同遺跡の臓説書『ヤマト王腫はいがiこして胎まっだが』500円

『纏向石塚古墳第1期整備事業　範囲躍認識宣（第5次一第7次）臓曹報告書』900円

※ご購入方法は　騰井高正埋蔵文化財せンダー内（助）膳井高文化財協会までお問い台わせください。

編集後記
徳同道脚の居能を搾る第155炊調富の撤黒報告を中心として第

2号を刊行する事ができました。争呂の作成Iとおたっては他の鱈

同遺跡の調査成果IZついても実際lこ潮害を担当し定理交ぜンダー

の聴昌諸酎乙原繭朝筆IZついての協力を得、随分と助けてもらい

ました。）欠昌は今冨lZ予定されている掌編謂宜の成果を盛り込ん

で初冬iZ刊行の予定です。御期待下さいり

（teru）
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